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第
二
回
定
側
会

平
成
１８
年
度
、
第
二
回
定
例
会
は
６
月
９
日
か
ら
２‐
日
ま
で
の

‐３
日
間
開
催
さ
れ
、報
告
２
件
、
議
案
１７
件
、
陳
情
１
件
、
発
議
１
件

と
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た
陳
情
１
件
を
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

〈
一
般
会
計
補
正
予
算
〉

３
千
７
百
２４
万
円
を
追
加
し
て

総
額
６２
億
５
千
２
百
２４
万
円
と
な
る
。

日
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
負
担
金
　
　
　
３６
万
円

日
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
２
千
２
百
２９
万
８
千
円

日
泉
水
キ
ャ
ン
プ
村
管
理
費
８
百
３９
万
１
千
円

日
鳴
子
川
大
吊
橋
施
設
管
理
費９
百
６４
万
９
千
円

九重
“
夢1大 吊橋入場料決定
【中学生以上】 500円

【小学生】

工
事

請

員

契

細

◎
契
約
の
対
象

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
人
工
芝
改
修
工
事

◎
契
約
金
額

６
千
２
百
４７
万
５
千
円

◎
契
約
の
相
手
方

日
本
体
育
施
設
附
九
州
営
業
所

（福
岡
市
）

議
会
の
動
き

〈
４
月
》

用
日
　
町
内
巡
机

（総
務
町
比

常
任
委
員
会
）

抑
日
　
町
内
巡
視

（敦
市
民
生

十
任
委
員
会
）

あ
日
　
区
長
会

″
　
　
正
副
議
長
■
任
去
員
長

〈
〓

冴

日
　
町
内
巡
祉

（建
設
産
業

ヤ
“
去
員
会
）

玖
米
郡
台
央
会
総
会

人
分
県
町
村
ま
会
議
員

研
修
会

（大
分
市
）

２２
日
ヽ

ユ
ロ

議
長
会
全
国
研
修
会

（東
京
都
）

２９
日
　
鳴
ｒ
川
周
辺
調
査
特
別

云
員
会

へ
６
月
）

２
日
　
ど
■
付
宅
落
成
式

″
　
　
績
会
迎
“
委
員
会

６
日
　
玖
外
部
老
人
養
江
組
合

巌
会

９
日
　
本
会
議

（開
会
）

せ
日

本
会
議

（　
般
質
―■―
）

‐３
日

教
育
民
■
常
“
チ
員
会

Ｈ
日

建
設
産
業
常
“
秀
虫
会

″
　
　
総
務
財
政
常
に
委
員
会

コ
ロ
　
本
会
訳

（閉
会
）

猟
日
　
京
本
キ
ヤ
ン
フ
付
円
村

式

■ |■  ■
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指定管理者制度選定第 1暑 は大吊橋物産直売所で、九

重鳴子物産株式会社(代表取締役 甲 斐良一氏)が3年

間の指定管理を受ける。

f ll言



県
町
村
議
会
議
長
会
の

み
な
さ
ん
方
の
陳
情
は

会
長
に
就
任

ヽ _歩 才

こ
う
な
り
ま
し
た
。

九
宣
町
議
会
議
長

佐

藤

美

登

本
年
４
月
の
県
町
村
議

会
議
長
会
の
理
事
会
に
お

い
て
　
図
ら
ず
も
木
会
の

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た

現
在
ほ
と
ん
ど
の
白
治
体

が
財
政
難
に
あ
り
　
議
員

定
数
や
報
酬
の
削
減
、
人

件
費
か
ら
事
務
事
業
に
い

た
る
ま
で
可
能
な
限
り
維

荒
削
減
を
図
り
な
が
ら
白

助
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
伴
い
　
町

村
数
が
大
幅
に
減
少
す
る

と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
会
務
の
よ
り
効
率
的

な
運
営
を
図
り
、
議
長
会

の
日
的
達
成
と
町
村
議
会

の
発
展
の
た
め
　
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
　
全
力
を

は
た
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。現

監
台
委
員
の
飯
田

英
吉
氏
の
任
期
が
、
平

成
１８
年
６
月
１８
日
で
任

期
満
ｒ
と
な
る
た
め
に

同
氏
を
満
場

一
致
で
再

任
に
同
意
。

●
岩
の
上
　
飯
口
巧

一
氏
外

５
名
か
ら
の
農
道
出
入
回
の

拡
張
に
つ
い
て
は
。

挫
道
の
幅
Ｒ
は
平
均
■
～

５
ス
ー
ト
ル
あ
り
　
要
件
は

卜
分
に
備
え
て
い
る
が
、
本

材
共
販
所
が
あ
り
　
大
Ｗ
ト

ラ
ッ
ク
や
大
理
の
ト
レ
ー
ラ

ー
で
の
木
材
搬

人
牛
に
支
―――

を
き
た
し
て
い
る
状
況
を
考

え
た
時
　
趣
旨
も
即
碑
て
き

る
こ
と
か
ら
年
■
す
る
こ
と

で
き
比
の

一
致
を
■
ま
し
た

監

査

委

員

飯
田
英
吉
氏
の
選
仁
に
同
意

|!|
■1■`

大型車の出入りが多い木材共販所付近の農道

０
継
続
審
査
と
な

っ
て
い
た

陳
情

賞
付
香
号
第
２
号
　
文

人
顕
彰
記
念
碑
の
建
立
に
つ

い
て
は
。

惟
史
や
文
化
の
縦
承
は
必

味
で
あ
る
が
　
い
り
橋

エ
リ

ア
は
今
後
も
周
辺
牲
備
事
業

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

現
時
点
で
の
文
人
顕
彰
記
念

仰
建
↓
は
時
則
尚
早
と
刊
町

し
　
不
採
■
と
し
ま
し
た
。
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意 見 書 提 出

地
方
交
付
税
改
革
に
関
す
る
意
見
書

□
の
財
政
改
革
を
優
先
し
た
交
付
税
総
額
の

削
減
や
人
□
と
面
積
を
基
準
に
配
分
額
を
決
め

る
新
型
交
付
税
の
導
入
に
反
対
し
、
財
源
調
整

機
能
な
ど
本
来
の
機
能
の
聾
持
と
地
方
分
権
の

実
現
に
ふ
さ
わ
し
い
改
革
を
求
め
る
た
め
．

文人顕彰記合碑建立の陳情が出された吊り橋エリア



6月 20日 に 5名 が質問しました。質問と答弁の内容を要約してお知らせします。

井

上

呈

子

国
民
健
康
保
険
税

の

抑

制

対

策

を

間
　
今
定
例
会
に
提
案
さ
れ

て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
改
正
案
で
は
、
保
険
税

が
　
特
に
医
療
分
に
つ
い
て

大
幅
な
ア
ッ
プ
に
な

っ
て
い

る
。
３
人
世
帯
で
課
税
対
象

所
得
が
百
万
円
の
場
合
に
つ

い
て
、
年
度
ご
と
の
課
税
額

の
増
減
を
計
算
し
て
み
る
と
、

‐５
年
度
は
前
年
度
よ
り
も
１

万
２
６
０
０
円
の
減
額
、
１６

年
度
は
１
万
８
６
０
０
円
の

増
額
ヽ
１７
年
度
は
増
減
無
し
、

‐８
年
度
今
回
の
改
正
案
で
は
、

３
万
円
の
増
額
と
な
る
。
課

税
対
象
所
得
が
２
百
万
円
の

場
合
、
昨
年
度
よ
り
４
万
６

０
０
０
円
の
増
額
と
な
る
。

①
保
険
税
大
幅
増
額
の
要

因
を
お
聞
き
す
る
。

）

②
こ
の
８
月
に
　
国
保
税

の
本
算
定
通
知
を
受
け
取
る

時
、
加
入
世
帯
の
多
く
は
今

回
の
上
げ
幅
の
大
き
さ
に
驚

く
と
共
に
　
課
税
の
あ
り
方

（年
度
ご
と
に
課
税
額
が
大

き
く
遠

っ
て
い
る
こ
と
）
に

納
得
が
い
か
な
い
と
思
う
。

加
入
世
常
に
説
明
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
　
課
税
額
が
、

な
だ
ら
か
な
傾
斜
で
変
化
す

る
よ
う
に
　
３
年
程
度
は
先

を
見
通
し
た
保
険
税
の
設
定

は
で
き
な
い
か
。

③
保
険
税
の
抑
制
対
策
を
。

医
療
費
の
抑
制

に
努
め
る

欠
口　
①
大
幅
ア
ツ
プ
の
要
因

と
し
て
２
点
あ
る
。　
一
つ
は

岨
年
度
の
見
込
み
額

（支
出

所
要
額
）
か
ら
税
率
が
ど
う

な
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り

二
点
目
は
、
基
金
が
大
変
厳

し
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、

広
報
、
あ
る
い
は
出
前
講
座

等
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
町
民
に
国
保
会
計
の
財

政
状
況
を
説
明
し
　
保
険
税

率
の
改
定
に
対
す
る
理
解
を

得
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
３
年
程
度
を
見
通

し
た
税
委
改
正
の
設
ぢ
ｔ
に
は
、

医
療
費
の
推
計
も
必
要
で
あ

る
が
　
適
正
な
基
金
が
確
保

さ
れ
て
い
る
状
況
を
い
つ
も

保

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。
そ
う
い
う
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。

③
保
険
税
の
抑
制
対
策
は
、

医
療
費
を
抑
え
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
国
が
進
め
て
い
る

医
療
制
度
改
革
に
期
待
す
る

面
も
あ
る
が
、
本
町
で
考
え

て
み
る
と
、
国
保
会
計
の
中

で
、
保
健
事
業
や
医
療
費
適

正
化
事
業
を
推
進
し
、　
一
般

対
策
と
し
て
も
　
各
種
の
が

ん
検
診
や
基
本
検
診
の
受
診

率
ア
ッ
プ
等
の
保
健
事
業
、

あ
る
い
は
成
大
病
教
室
等
の

健
康
教
育
の
充
実
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

集
落
営
農
の

組
織
化
を

ど

う

進

め

る

か

間
　
施
政
方
針
に
、
「
１８
年

度
か
ら
２０
年
度
ま
で
を
集
落

営
農
の
重
点
推
進
期
間
と
定

め
　
地
域
ご
と
に
組
織
化
を

促
す
」
と
あ
る
。
ま
た
　
当

初
予
算
に
、
集
落
営
農
体
制

整
備
推
進
事
業
補
助
金
が
、

８
３
３
万
円
計
上
さ
れ
て
い

て
　
そ
の
予
算
説
明
の
際
に

「西
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
に

指
定
し
て
推
進
し
た
い
」
と

い
う
説
明
が
あ

っ
た
。
１８
年

度
は
　
集
落
営
農
の
組
織
化

を
　
ど
の
地
区
で
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
今
年
２
月
か
ら
両
農
協

の
集
落
座
談
会
を
通
じ
て

組
織
化
の
重
要
性
や
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
の
説
明

を
行

っ
て
き
た
。
組
織
化
の

必
要
性
は
大
体
理
解
さ
れ
た

と
思
っ
て
い
る
が
、
具
体
的

に
取
り
組
も
う
と
す
る
積
極

的
な
集
落
は
　
現
時
点
で
は

無
い
と
言

っ
て
も
よ
い
。

‐５
地
区
で
集
落
営
農
の
組

織
化
を
と
い
う
の
は
　
将
来

に
向
け
て
そ
う
し
て
い
く
と

い
う
わ
け
で
、
こ
れ
ま
で
機

械
の
共
同
利
用
組
合
と
し
て

組
織
化
し
て
い
る
集
落
や
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

制
度
に
乗

っ
て
い
る
地
域
を

中
心
に
、
今
回
の
集
落
営
農

の
取
り
組
み
を
働
き
か
け
る
。

区  分 14年度 15年度 16年度 17年度
18年度
(改正興)

医

療

分

所 得 言J 77% 80% 92% 92% 108%

均 等 言J

(人数割)

円

24p00
円

2q400
円

22,200

日

22200

円

25,300

平 等 嘗J

(世市言め

同

26,400

同

21,600

円

22800

日

００ＦハＺ（Ｚ

円

25,900

区  分 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度

保険給付費

(医療費)

万円

1億 6,600

万 円

71富8,300
万 円

8億 7,400

万 円

8億 7600

肖初予算)
万円

8億 9,200

基   金
とりこわし 0

万円

7,400 0 1億円

(当初予算)
万円
7p00

基 金 残 高
万円

3億 2,700

方日

2億 5,300

万 円

21事5,300
万 円

11ヨ5300

(年度末見込)
万円
8,300



佐

藤

母

美

間
　
九
量
町
に
来
る
観
光
客

は
５
０
０
万
人
と
言
わ
れ
て

い
る
が
　
そ
の
多
く
の
人
は

自
然
を
求
め
て
来
る
。
こ
の

自
然
な
く
し
て
九
重
町
の
観

光
は
な
い
。
ま
た
筑
後
川
の

最
上
流
で
あ
る
こ
の
水
源
地

と
し
て
き
れ
い
な
水
を
残
す

事
が
大
切
だ
が
、
九
室
町
の

汚
水
処
理
事
業
計
画
と
現
在

の
合
併
浄
化
槽
の
数
は
。

答
　
観
光
も
農
業
も
自
然
を

大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
い
う
こ
と
は
基
本
に
置
か

な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

九
重
町
で
は
公
共
下
水
は
無

理
な
の
で
、
平
成
６
年
か
ら

計
画
的
に
合
併
静
化
楢
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
合
併
浄
化

稽
の
数
は
住
宅
、
事
業
所
合

わ
せ
て
７
６
３
基
　
そ
の
内

補
助
事
業
で
や
っ
た
分
が
４

２
３
基
あ
る
。

新
た
な

取

り

組

み

は

間
　
九
重
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
合
併
洋
化
槽
設
置
整
備

事
業
は
国
　
県
　
町
村
が
費

用
の
４
割
を
補
助
し
、
個
人

負
担
が
６
割
だ
が
、
薄
化
槽

市
町
村
整
備
型
推
進
事
業
な

ら
個
人
負
担
が
１
割
、
５
人

槽
で
約
９０
万
円
か
か
る
が
個

人
負
担
は
９
万
円
で
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の

事
業

へ
の
取
り
組
み
は
で
き

な
い
か
。

今

の

形

態

で

推

進

笙
【　
市
町
村
整
備
型
事
業
は

住
民
負
担
は
少
な
い
が
、
保

守
点
検
　
清
掃
、
法
定
検
査

す
べ
て
を
町
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
　
水
道
と
同
じ
よ

う
に
特
別
会
計
の
設
置
が
必

要
と
な
る
事
と
　
今
ま
で
の

事
業
と
の
整
合
性
の
問
題
も

あ
り
、
今
の
浄
化
槽
の
設
置

事
業
の
形
態
で
推
進
を
し
て

い
き
た
い
。

きれいな水を残すために

料

金

が

高

い

！

問
　
玖
珠
郡
は
浄
化
槽
の
清

掃
作
業
料
金
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
日
田
市
と
比
べ

て
み
る
と
清
掃
作
業
技
術
料

と
言
う
項
目
が
玖
珠
郡
だ
け

あ
る
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
。

ま
た
　
業
者
が
１
社
し
か

な
く
競
争
が
無
い
か
ら
一局
い

の
な
ら
　
行
政
の
責
任
と
し

て
郡
民
が
不
利
益
を
被
る
事

の
な
い
よ
う
に
指
導
を
し
た

ら
ど
う
か
。

業

者

と

話

し

合

う

な
口　
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、

汚
泥
を
汲
み
上
げ
た
上
に
１３

項
目
に
わ
た
る
点
検
整
備
と

い
う
も
の
も
あ
り
　
清
掃
作

業
技
術
料
は
、
環
境
省
令
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
。
し
か
し
　
日
田

市
が
こ
の
項
目
を
取

っ
て
な

く
玖
珠
郡
の
方
が
高
い
と
言

う
事
で
あ
れ
ば
、
今
後
業
者

と
話
し
合
い
の
場
を
持

っ
て

協
議
し
て
い
き
た
い
。

汚泥処理施設の玖珠環境衛生センター



坂

本

患

治

問
　
西
日
本

一
の
産
地
づ
く

り
を
目
標
に
掲
げ
て
の
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
の
普
及
推
進
は
、

現
時
点
に
お
い
て
良
い
方
向

に
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
推
進

の
経
過
と
今
後
の
戦
略
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
　
Ｈ
ｌ３
年
　
町

一
村
一合
叩

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
で
　
夏

場
の
掠
し
き
、
地
域
の
資
源

土
地
条
件
等
九
重
に
適
し
て

い
る
事
が
調
査
で
分
か
り
、

研
究
会
を
中
心
に
行
政
、
農

協
、
生
産
者
が

一
体
で
、
県

単
補
助
事
業
を
活
用
し
、
農

業
振
興
と
観
光
に
結
び

つ
け

る
べ
く
推
進
し
、
講
演
会
、

講
習
会
、
ま
た
消
費
、
流
通
、

固
場
管
理
等
徹
底
し
て
推
進

し
て
来
た
。
Ｈ
２０
年
に
九
重

町
で
全
国
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
開

催
が
決
定
、
更
な
る
推
進
を

図
っ
て
行
き
た
い
。

第
二
、
第
一一方

ブ

ル

ー

ベ

リ

ー

は

間
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る

中
で
　
四
季
を
通
じ
て
の
作

物
が
必
要
と
考
え
る
。
夏
は

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
し
て
、
第

二
、
第
二
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
新
規
開
発
す
る
気

持
ち
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

専
門
の
職
員
を
配
置
し
　
営

農
推
進
班
で
九
重
町
独
自
の

商
品
も
考
え
て
は
。

十

分

に

検

討

す

る

な
０　
当
時
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は

中
国
で
の
植
栽
は
な
か
っ
た

が
、
現
在
で
は
栽
培
が
増
加

し
て
い
る
。
九
重
町
に
適
し

た
物
が
あ
れ
ば
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
県
も

農
業
の
指
導
体
制
は
強
化
し

て
お
り
、
県
と

一
体
と
な

っ

て
取
り
組
む
。
専
門
職
に
つ

い
て
は
、
今
後
十
分
に
検
討

す
る
。

“
夢
"は
日本一

九重町晨業の現状 (勾00 農 林業センサス)
(2005 農 林業センサス)

10年間の生産額の推移  律 位 百万円)

農

業

従

事

者

の
減

少

問
　
年
度
別

（資
料
）
統
計

に
つ
い
て
、
２０
代
～
４０
代
ま

で
の
農
業
離
れ
が
心
配
で
あ

る
。
新
規
就
農
者
は
増
加
し

て
い
る
。
政
策
を
強
化
す
れ

ば
、
答
え
は
出
る
と
信
じ
て

い
る
。
年
に

一
度
位
は
　
数

字
を
分
析
し
て
の
農
政
振
興

も
必
要
と
考
え
る
が
。

地
道
に
努
力

答

農
業
者
人
口
の
減
少
が

生
産
額
の
減
少
に
追
い
打
ち

を
か
け
て
い
る
。
有
効
な
手

段
が
少
な
い
が
、
認
定
農
業

者
の
育
成
確
保
、
Ｉ
タ
ー
ン

や
Ｕ
タ
ー
ン
、
少
子
化
対
策

等
、
地
道
な
努
力
が
必
要
で

あ
る
。

農業従事者年代別割合

鱗 20代 30代 40代 50代 60代 70代

2010 9 % 1 1 % 19% 18% 23% 20%

2005 7% 8 % 15% 23% 20% 25%

新規就農者の推移

11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年

3人 5人 2人 3人 6人 2人 9人

農産販売粗収入とと率

麟 300
万 Pl

500
万円

1,000
万円
抑
加

へＺ 岬
卯
へ０

2000 79戸 138戸 62戸 1 3戸 8戸

2005 82戸 118戸 52戸 1 6戸 9戸

H6 H15 H16

トマ ト 368 404 410

キャベツ 152 24 40

梨 254 145 80

推  茸 ２へｕ，′ 657 720

花  チ 572 530 699

肉 用 牛 786 584 970

米 lp64 640 720

手し  牛 368 279 380

, E育 牛 95 489 508

白 ネ ■ 1 46 30

生産合計 4,392 3,798 4548



生竜橋、早く方向づけを
江

藤

キ

間
　
大
雨
時
、
土
石
流
が
発

生
し
流
木
等
引

っ
か
か
る
こ

と
が
想
像
出
来
る
。
早
急
に

『か
け
か
え
』
を
す
べ
き
ヽ

県
の
河
川
課
が
図
面
を
引

い
て
い
る
が
、
課
長
以
外
は

こ
の
事
を
知
ら
な
い
。
内
部

で
の
情
報
共
有
が
出
来
て
い

な
い
の
で
は
。

地
元
に
不
信
感
を
抱
か
れ

な
い
よ
う
　
丁
年
に
情
報
提

供
及
び
協
議
を
す
べ
き
だ
。

蛍
祭
り
の
お
客
さ
ん
が
こ

の
橋
に
多
数
来
て
い
る
。
欄

子
が
低
い
。
転
落
防
止
の
柵
小

設
置
す
べ
き
危
険
だ
。

答
　
生
竜
の
橋
は
危
険
度
が

高
い
こ
と
は
理
解
し
　
梅
雨

の
度
に
　
大
水
が
出
な
け
れ

ば
良
い
が
と
思
っ
て
い
る
。

か
け
か
え
な
ら
４

ｍ
。
し

か
し
、
課
題
も
多
い
。
解
決

に
向
呟

最
大
の
努
力
を
し
、

地
元
と
十
分
に
連
携
協
議
し

な
が
ら
対
処
し
て
い
き
た
い
。

課
内
で
の
意
思
疎
通
に
つ

い
て
は
　
今
後
十
分
や
っ
て

い
き
た
い
。

欄
千
が
低
く
、
危
険
性
が

あ
る
の
で
、
実
行
委
員
会
と

も
協
議
を
し
、
出
来
る
だ
け

の
対
策
を
講
じ
る
。

ど
う
連
携

す

る

の

か

問
　
昨
年
、
タ
デ
原
湿
原
が

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
が
本
格
的

に
自
然
学
校
開
設
の
た
め
の

準
備
校
を
開
設
、
吊
り
橋
も

含
め
、
今
後
視
察
が
殺
到
す

る
。
役
場
の
窓
回
は
ど
こ
に

す
る
。

有
機
農
業
や
自
然
農
法
に

取
り
組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ

は
、
自
然
学
校
と

一
緒
に
、

土
壌
診
断
を
し
て
い
る
。
農

林
謀
は
、
ど
う
タ
イ
ア
ッ
プ

連
携
を
考
え
て
い
る
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
連
携

な
口　
窓
口
は
、
危
機
管
理

町
民
安
全
課
。
福
祉
課
　
教

育
振
興
課
　
農
林
課
等
々
、

そ
れ
ぞ
れ
で
対
ホ
ｔ
て
い
く
。

有
機
農
業
に
つ
い
て
、
民

間
主
導
で
や
ら
れ
て
い
る
。

町
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

丁

事

に

説

明

を

問
　
亀
鶴
苑
は
現
在
民
営
化

を
目
指
し
て
動
い
て
い
る
容

入
居
者
や
そ
の
家
族
に
丁
寧

に
説
明
し
て
い
る
の
か
。

働
い
て
い
る
人
も
含
め
て

丁
寧
に
説
明
を
し
　
納
得
し

て
も
ら
う
動
き
が
　
今
事
務

事
業
の
見
直
し
の
中
で
必
要

だ
。

十

分

に

説

明

す

る

去
口　
民
間
委
譲
に
つ
い
て
、

職
員
と
入
居
者
に
説
明
が
遅

く
な

っ
て
い
た
が
、　
一
応
の

説
明
は
し
た
。

亀
鶴
苑
議
会
で
、
民
営
化

協
議
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

十
分
に
説
明
を
し
、
納
得
し

て
い
た
だ
き
民
間
委
譲
に
も

っ
て
い
き
た
い
。

水書が心配される生竜橋 ホ タル観賞で多くの人が訪れる

J【 電
H祇1・
抵
~日



佐

盛

麻

患

問
　
牛
乳
の
生
産
調
整
に
よ

る
農
家
の
現
状
は
　
国
の
調

整
に
も
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

事
業
の
拡
大
を
進
め
、
事
業

費
の
７０
％
を
国
及
び
県
が
補

助
し
て
、
事
業
は
行
わ
れ
て

い
る
。
１
億
円
の
事
業
を
す

れ
ば
　
個
人
負
担
も
３０
％
で

３
千
万
円
に
な
る
。
生
産
調

整
に
な
れ
ば
、
自
己
負
担
金

の
支
払
い
が
困
難
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。
町
と
し
て

じ

こ
の
時
期
に
酪
農
家
に
支
援

す
る
事
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

和
牛
の
保
有
年
に
つ
い
て
Ｌ

ｌ
頭
に
付
き
５
万
円
の
補
助

が
あ
る
が
、
乳
年
に
対
し
て

は
、
補
助
制
度
が
な
い
。
乳

年
に
も
保
有
年
に
対
し
て
も

同
じ
く
５
万
円
の
補
助
金
を

考
え
る
べ
き
だ
。

公
口　
全
国
的
な
年
乳
の
消
費

低
迷
に
よ
り
、
平
成
１７
年
度

か
ら
生
産
調
整
に
入
っ
た
。

九
重
町
の
割
り
当
て
は
　
網

％
の
磁
　
５
ト
ン
で
減
額
の

多
い
農
家
で
　
１
５
０
～
２

０
０
万
円
と
思
わ
れ
る
。

国
や
県
の
支
援
の
た
め
の

生
産
調
整
に
係
る
補
助
金
等

は
、
現
時
点
で
は
な
い
。

驚
農
家
の
置
か
れ
て
い
る

現
状
は
厳
し
い
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
て
　
少
し
検
討
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
か
に

宿

泊

さ

せ

る

か

問
　
吊
り
橋
の
完
成
に
向
け

た
　
観
光
協
会

へ
の
指
導
は

出
来
て
い
る
の
か
。
周
辺
の

道
の
整
備
は
、
１０
月
迄
に
出

来
上
が
る
の
か
。
観
光
客
は

多
く
来
る
と
思
う
。
ま
た
来

て
く
れ
な
く
て
は
困
る
。
そ

れ
に
伴
い
章
も
多
く
な
る
。

道
路
整
備
が
間
に
合
わ
な
い

と
、
来
て
く
れ
た
人
々
に
迷

惑
を
か
け
る
事
に
な
る
。
Ю

月
の
開
通
迄
に
は
道
路
整
備

）

Ⅲ■18=…

酪農 の現 状 は 1

Ⅲ
|
さ44きヽる題後

十ン
ン ‐

は
万
全
か
，

宿
泊
客
対
策
は
ホ
テ
ル

ま
た
民
宿
と
　
客
に
対
し
て

の
対
応
指
導
は
行

っ
て
い
る

か
？
　
２９
億
円
を
か
け
て
九

重
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
架

け
た
吊
り
橋
６
吊
り
橋
を
渡

っ
た
が
、
泊
ま
り
は
九
重
町

以
外
と
な
ら
な
い
様
、
観
光

客
を
い
か
に
し
て
九
重
町
に

宿
泊
さ
せ
る
の
な

考
え
名
ャ

滞
在
型
観
光
ヘ

客
ロ　
ー０
月
に
は
九
重
夢
大
吊

橋
が
完
成
す
る
の
で
　
大
型

バ
ス
等
に
よ
る
交
通
量
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
既
に
用

地
も
目
途
を
つ
け
、
測
量
設

計
が
終
わ
り
用
地
の
買
収
に

つ
い
て
お
願
い
申
し
上
げ

早
急
に
離
合
場
所
改
良
に
取

り
組
み
た
い
。

大
吊
橋
の
完
成
で
通
過
型

か
ら
滞
在
型
観
光
に
変
革
を

遂
げ
る
絶
好
の
機
会
だ
。
観

光
協
会
を
支
援
し
な
が
ら
側

面
的
に
活
動
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。



水囲の車取りに精を出す佐藤さん

女

わ

る

モ

ノ

女

わ

ら

ぬ

モ

ノ

球
上

（花
上
）

拡
蘇
重
太
郎

托

水
口

（た
オ
一こ

靖
″
サ
ツ
キ
ｔ

キ
■
ど
も
の
収
よ
り
　
”

物
市
に
　
白
ヽ
神
社
よ
り
対

■
に
向
か

っ
て
　
橋
が
か
か

る
と
す
ば
ら
し
い
の
に
ね
ぇ

と
　
よ
く
討
し
た
も
の
で
し

た
。
事

の
ス
″
。
幻
の
桁
と

し
て
の
市
り
，早
て
し
た
が
ど

今
は
　
明
々
と
な
り
　
Ｈ
前

に
そ
の
＝
去
を
開
架
し
　
訳

の
，
の
人
＝
り
橋
そ
の
も
の

で
す
　
先
成
も
問
近
か
に
迪

り
は
無
上
で
す
。
九
千
町
ｋ

び
飯
田
地
域
に
は
　
夕
な
の

■
所
や
伝
説
等
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
人
々
に
　
知

っ
て
限

く
た
め
　
九
ｉ
町
す
の
人
品

り
桁
と
共
に
　
是
十
■
は
を

し
　
散
光
や
供
業
振
興
に
市

用
し
て
い
き
た
い
。

た
だ
　
充
収
と
Ｌ
に
　
向

終
が
火
わ
れ
は
し
な
い
か
。

■
政
、
事
件
が
多
充
し
な
い

か
。

こ
れ
か
ら
先
　
過
昧
化

に
な

っ
た
村
に
、
オ

い
方

々

か
け
台
し
て
来
る
だ
ろ
う
か

心
配
て
す
。

キ
子
の
付
み
た
く
な
る
町

地
域
作
り
．
そ
人
や
十
ど
も

と
か
女
心
し
て
き
ら
せ
る
町

に
し
て
頂
く
べ
く
　
１１１子
政
に

ご
期
待
致
し
ま
す
。

昨
年
８
月
、
】
年
ぶ
り
に

九
章
町
の
住
人
と
な

っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
巡
る
と
　
変
わ
っ

た
場
所
や
変
わ
ら
ぬ
場
所
が

あ
る
．
自
分
自
身
に
，
ね
て

み
る
　
僕
も
随
分
変
わ

っ
た

な
ぁ
と
思
う
。

６
月
８
Ｈ
　
■
校
で
あ
る

野
矢
小
ヤ
校
の
に
動
会
に
参

加
し
た
。
全
校
生
徒
巧
人
．

岡
会
し
て
す
ぐ
に
　
世
の
本

宏
は
無
く
な

っ
て
い
た
。
性

等
の
頃
と
変
わ
ら
な
い

九
気

て
無
邪
気
な
ｒ
ど
も
と
が
い

た
。
野
上
中
学
校
の
化
々
達

も
応
援
参
加
し
て
い
た
．
僕

は
　
頑
な
れ
と
声
に
出
し

心
の
中
で
変
わ
ら
ず
大
人
に

な

っ
て
く
れ
　
と
叫
ん
で
い

た
．朝

　
学
校

へ
向
か
う
十
ど

も
と
に
適
う
こ
と
が
あ
る
．

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ぅ
す
。

と

，！ｆ
を
掛
け
ら
れ
る
。
性
は

あ
わ
て
て
■
を
返
す
　
ス
は

性
の
方
か
ら
卜
を
か
け
よ
う

そ
う
想
い
　
州

へ
向
か
う
足

が
軽
く
な

っ
て
い
る
．

″
ふ
る
町
九
量
町
．
理
想

と
な
と
Ｆ
き
換
え
る
な
ら

こ
の
町
で
僕
の
Ｌ
に
も
”
は

降
り
て
く
る
。

″募
″フ
の

橋

と■ i
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■
Ｈ
騒
８
団
に
し
て
ほ
趨
回
■

″タ
` `

ヽ人
の予

織拾

さ
れ
い
な
け
Ｃ

東
飯
日
小
学
校
６
年

近
藤
　
　
愛
庁

私
た
ち
の
学
校
に
は
　
月
日

標
で

「ゴ
ミ
を
な
く
そ
う
」
と

い
う
生
活
の
目
あ
て
が
あ
り
ま

す
。
各
学
年
や
環
境
委
員
会
で

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
取
り
組
み
を

し
た
り
、
ゴ
ミ
を
集
め
た
り
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

一
番
多

い
ゴ
ミ
は
、
お
か
し
の
袋
や
か

す
で
す
。
食
べ
た
あ
と
に
　
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
リ
　
ゴ

ミ
を
か
く
し
て
捨
て
た
り
す
る

人
が
い
ま
す
。
私
は
、
月
日
標

の
取
り
組
み
を
行
な

っ
て
い
る

の
に
だ
れ
か
が
ゴ
ミ
を
捨
て
て

い
る
の
は
お
か
し
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
き
ち
ん
と
自
分
が
食

べ
た
も
の
を
家
に
持

っ
て
帰

っ

て
捨
て
る
か
、
ゴ
ミ
箱
に
捨
て

て
ほ
し
い
で
す
。
ゴ
ミ
拾
い
を

続
け
て
い
く
う
ち
に
、
だ
ん
だ

ん
ゴ
ミ
が
減

っ
て
き
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
月
目
標
が
終
わ
る

と
ま
た
、
ゴ

ミ
は
増
え
て
き
ま

す
。
そ
れ
で
は
お
か
し
い
と
思

う
の
で
　
声
か
け
を
し
て
い
き

た
い
し
身
の
回
り
の
こ
と
か
ら

き
れ
い
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私

の
住
む
町
や
地
域

で
も
、

同
じ
事
が
言
え
ま
す
。
遠
足
で

竜
門
の
た
さ
に
行

っ
た
時
の
こ

と
で
す
。
お
弁
当
の
か
す
や

あ
き
缶
　
お
か
し
の
か
す
　
雑

誌
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
捨
て
て
あ

り
ま
す
。
九
重
町
は
、
自
然
の

多
い
所
で
す
。
だ
か
ら
も

っ
と

町
を
さ
れ
い
に
し
た
い
し
、
き

れ
い
な
町
に
住
み
た
い
で
す
。

飯
日
高
原
で
は
、
昨
年
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
湿

原
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
水

鳥
が
た
く
さ
ん
住
め
る
豊
か
な

自
然
の
あ
る
所
に
し
か
認
め
ら

れ
な
い
も
の
で
す
。
も
し
、
自

然
が
こ
わ
さ
れ
て
い
け
ば
登
録

さ
れ
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
飯

田
高
原
の
　
自
然
を
守
る
人
た

ち
の
努
力
に
よ

っ
て
で
き
た
と

い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
取
り
組
み
が

町
全
体
に
広
が
り
、
九
三
町
が
、

ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
町
に
な

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
　
今
あ
る
自
然
を
大
切
に

し
て
、
い
つ
ま
で
も
大
事
に
守

っ
て
い
き
た
い
で
す
。　
一
人
で

も
、
め
ん
ど
く
さ
い
と
か
思
わ

ず
　
町
の
み
ん
な
が
　
協
力
し

て
い
く
こ
と
が
、
ゴ
ミ
が
な
く

自
然
が
き
れ
い
な
町
づ
く
り
に

つ
た
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

嬰

キ

待
望
の
、
鳴
子
川
に
架
か
る

大
吊
り
橋
も
名
称
公
募
総
数
、

５
、
８
９
０
点
の
中
か
ら
、
福

岡
県
太
宰
府
市
在
住
の
国
崎
英

二
さ
ん
の
九
重

”夢
“
大
吊
橋

に
決
定
さ
れ
た
。
１０
月
３０
日
の

完
成
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り

周
辺
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
民
は
元
よ
り
多
く
の
人
々

に

”夢
“
と
感
動
を
与
え
て
く

れ
、
九
重
町
の
更
な
る
発
展
を

遂
げ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

又
合
併
を
し
な
い
で
自
律
を
選

ん
だ
町
と
し
て
、
小
さ
く
と
も

キ
ラ
リ
と
光
る
町
と
し
て
全
国

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
く
れ

る
こ
と
を

”夢
“
み
て
、
工
事

の
無
事
完
成
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
　
Ｕ

汀
野
　
範
成

九
重
町
が
観
光
浮
揚
の
目
玉

に
と
、
巨
費
を
投
じ
て
着
手
し

た
日
本

一
の
大
吊
り
橋
が
完
成

間
近

１０
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向

か
っ
て
急
ビ
ッ
チ
で
進
ん
で
い

る
。
現
地
調
査
と
併
せ
　
橋
の

揺
れ
が
ど
れ
位
か
と
心
配
な
の

で
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、

同
僚
議
員
と
恐
る
恐
る
橋
渡
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
想
像
し
て
い

た
揺
れ
は
ま
っ
た
く
な
く
、
一品

所
恐
怖
症
の
私
も
た
や
す
く
渡

れ
　
当
初
の
疑
念
が
払
拭
さ
れ

じ

ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
誰
で
も
が

渡
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
も
の

で
す
。

少
し
進
む
と
男
滝
女
滝
を
目

前
に
、
遠
く
に
は
噴
煙
上
が
る

九
重
連
山
、
更
に
下
流
に
目
を

転
ず
れ
ば
鳴
子
川
の
渓
谷
等
々
、

正
に
３
６
０
度
の
バ
ノ
ラ
マ
で

す
。
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ら
で

は
の
絶
景
で
し
た
。

九
重
町
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
で

す
。
こ
の

”夢
“
大
吊
り
橋
を

ど
う
活
か
し
て
行
く
か
が
今
後

の
課
題
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
近

隣
町
の
具
に
さ
れ
る
の
で
は
間

尺
に
合
わ
な
い
。
先
日
大
型
バ

ス
で
訪
れ
た
客
に
お
泊
ま
り
は

と
聴
い
た
ら
、
黒
川
温
泉
と
言

っ
た

「た
し
か
」
九
重
九
湯
も

あ
る
ぞ
と
言
い
た
い
。

絵
双
六
町
内
名
所
巡
り
を
し
、

一
回
休
み
も
取
り
入
れ
て
ア
ガ

リ
は
九
重
の
宿
で
は
と
思
う
。

九
重
町
が
名
実
共
に
日
本

一
の

ブ
ラ
ン
ド
に
と
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

ヽ
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